
第1講 数列⑴

■! 等差数列

ある数 A(初項)A に一定の数を次々に加えて得られる数の列を等差数列という．この

とき, A加える数を公差という．

Ａ 等差数列の一般項

初項 Aa, A公差 Ad Aの等差数列 AaA の一般項 AaA は，

a= a+(n−1)d

Ｂ 等差数列の和

等差数列 AaA の初項から第 An A項までの和を ASA とすると，

S=
1

2
n(a+a)

例 1 等差数列

a⁚3,A 5, A 7, A 9, A 11,A ⋯

は,A 初項 A3, A 公差 A2 Aであるから, A一般項 AaAは，

a=3+n−1⋅2

=2n+1

また, Aこの等差数列の初項から第 An A項までの和 AS Aは，

S=
1

2
⋅n⋅3+2n+1

= n(n+2)

問 1 次のような等差数列 Aa A がある．

−2,A 1, A 4, A 7,A 10, A ⋯

⑴ 一般項 AaA を求めよ．

⑵ 初項から第 An A項までの和 AS Aを求めよ．

6 第�講 数列⑴



■" 等比数列

ある数 A(初項)A に一定の数を次々に掛けて得られる数の列を等比数列という．この

とき, A掛ける数を公比という．

Ａ 等比数列の一般項

初項 Aa, A公比 Ar Aの等比数列 AaA の一般項 Aa A は，

a= ar


Ｂ 等比数列の和

初項 Aa, A公比 Ar Aの等比数列 AaA の初項から第 An A項までの和を ASA とすると，

S=
a(1− r



)

1− r
(r≠1のとき)，

na (r=1のとき)

例 2 等比数列

a⁚5,A 10,A 20, A 40, A 80,A ⋯

は, A初項 A5, A 公比 A2 Aであるから, A一般項 Aa Aは，

a=5⋅2


また, Aこの等比数列の初項から第 An A 項までの和 AS Aは，

S=
51−2




1−2

=5(2


−1)

問 2 次のような等比数列 Aa A がある．

2,A 6, A 18,A 54,A 162,A ⋯

⑴ 一般項 AaA を求めよ．

⑵ 初項から第 An A項までの和 AS Aを求めよ．
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練習

▲▲ ▲ ▲

予習 授業 復習

1・2 第 A11A 項が A5Aであり, A 初項から第�項までの和が A69Aである等差数列 AaA に

ついて, A 次の問に答えよ．

⑴ 一般項 AaAを求めよ．

⑵ 初項から第 An A 項までの和を ASAとするとき, A S Aの最大値を求めよ．

(＊慶応義塾大)
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